認知症対応型共同生活介護に係る整備・運営事業所選考基準
	選　考　項　目
	評価の着眼点・視点

	Ⅰ　設置法人の理念、運営姿勢に係る評価

	１　法人の経営姿勢について
	・介護保険事業者としての経営理念(事業の意義や役割意識)や経営理念を具体化した事業所の運営方針の内容はどうか。
・高齢者保健福祉及び介護保険の事業について正しい理解を持ち、十分な事業実績があるか。認知症対応型共同生活介護と類似した事業の実績があるか。

	２　法人の経営状態について
	・法人全体の経営状況は良好であるか。流山市における認知症対応型共同生活介護の事業所等の設置及び運営に関し支障がないと認められるか。
・事業計画と収支計画との整合性があり、経営が安定しているか。

	３　法令順守、運営の透明性について
	・個人情報の取扱い、従業員への守秘義務の徹底に関する取組みの他、事業の自己評価・外部評価及び情報公表に関する取組み等、法令順守、運営の透明性の確保について取り組んでいるか。

	Ⅱ　認知症対応型共同生活介護に係る事業計画に関する評価

	４　認知症対応型共同生活介護への
理解、運営方針
	・認知症対応型共同生活介護を正しく理解するとともに、利用者本位の事業目的や運営方針により事業運営を行おうとしているか。
・流山市への事業参入について積極的な意欲を持って行うものであるか。また、流山市の特性を適切に捉え、その特性を事業運営に活かす工夫があると評価できるか。

	５　事業参入に係る資金計画
	・認知症対応型共同生活介護の事業参入計画に関する総事業費、借入金、自己資金等の資金計画は妥当であるか。

	６　事業を安定的に運営するための
取組み
	・事業者指定後、長期間安定した事業運営を継続するための計画や具体的方策（運営費用の見込みを含む。）が策定され、評価できる内容となっているか。

	７　質の高いサービスを提供するため
の取組み
	・公平公正で、かつ、質の高いサービスを提供するための方策（サービス提供終了後の利用者へのアフターフォローを含む。）が定められているか。

	８　苦情解決のための対応
	・サービスに対する苦情発生時の対応は適切であるか。また、小さな問題や事案、利用者やその介護者からの要望等があったときの解決体制は適切であるか。
・転倒など日常的な事故防止や発生時の対応，再発防止などに関する基本的な考え方と具体的な取組み及び実現，継続の方策はどうか。

	９　人員体制の整備について
	・職員の採用計画（法令で規定され資格等を持つ職員の確保、募集方法）は適切であるか。また、職員の休職、退職等に伴い、職員が欠けたときの補充体制はきちんと考えられ、又は整えられているか。

	10　職員の資質向上、育成・職場の環
　　境
	・サービスの質の向上のための研修制度、職員の育成や接遇に関する取組みはどうか。
・施設等で働く職員のやる気や満足度を高めるための職場の環境づくりなど基本的な考え方と具体的な取組み及び実現，継続の方策はどうか。

	11　認知症対応型共同生活介護を実施
するため人員確保について
	・認知症対応型共同生活介護サービスを行うための介護従業者、計画作成担当者の人数の確保の見込みは確実であると評価できるか。

	12　事業所の設置について
	・事業所の設置場所の確保（所有・賃貸借）は確実であると評価できるか。また、その立地状況は適切であるか。（交通の利便性や道路状況について）
・近隣住民に対する説明や配慮がなされているか。またはその実施が計画されているか。

	13　施設、設備、備品等の確保につい
　　て
	・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３４号。以下「基準省令」という。）第９３条で規定する設備及び備品等について確保できる見込みであるか。
・生活の場としての居住空間や将来を見据えた創意工夫のある設計などの特徴は評価できるものか。

	14　緊急時の対応について
	・天災地変等の災害時の対応、利用者の病状の急変など緊急時の対応について具体的な対応策（消防計画、防犯計画等）が定められ、その内容は適切であるか。また、災害や急変時に備えた日頃からの取組みは評価できるものか。

	15　安全衛生対策について
	・感染症予防及び感染症発生時の方策が明確にされ、それは適切なものか。
・入所者及び職員の健康管理について適切な取組みがされているか。

	16　利用者への配慮
	・利用料の設定は適切なものとなっているか。
・利用者本位及び自立支援の立場から，利用者一人ひとりへの個別，具体的なサービスを提供するための基本的な考え方と，その具体的な取組み及び実現，継続の方策はどうか。
・認知症を発症する高齢者の増加が見込まれる中において，症状の進行を緩和し，安心して日常生活を送ることができるための取り組みなど，認知症ケアに対する基本的な考え方と具体的な取り組み及び実現，継続の方策はどうか。

	17　事業展開の独自性等について
	・事業所開設時及び開設後の事業運営に関し、特に評価すべき独自の取組みや工夫があるなど、事業参入に当たり熱意、意欲があると積極的に評価できるか。

	選　考　項　目
	評価の着眼点・視点

	Ⅲ　地域特性に応じた評価

	18　地域との連携について
	・認知症対応型共同生活介護の実施に関し、様々な地域の社会資源と必用な連携を図る意欲や工夫があると評価できるか。（ボランティアや介護支援サポーターの活用（受入体制））
・地域の介護拠点として，利用者以外の地域住民に対して，住み慣れた地域で生活を継続していくための介護予防や併設事業，その他独自の取組みなどの支援策についての基本的な考え方と具体的な取組み及び実現，継続する方策はどうか。

	19　地域包括ケアシステムへの対応について
	・地域包括ケアシステムを正しく理解するとともに、地域包括ケアシステムの一員として、他の事業所、施設、団体等と連携を図り、地域づくり・まちづくりの一翼を担う意欲があるか。
・地域住民や地域包括支援センター等との連携，地域社会に溶け込む工夫など，地域密着型としての地域連携について基本的な考え方と具体的な取組み及び実現，継続の方策
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